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代表取締役社長　中村信治

1939年3月24日

10億2,030万円

3月

170人

本社、東京支店、福井工場

福井工場　ISO9001、ISO14001

1. ファイバー（繊維）とプラスチック（樹脂）の複合化による
 キャンバスの製造と販売
2. キャンバスをデザイン・設計・縫製した製品の販売
3. 一級建築士事務所　建築物・工作物の設計・施工

カンボウプラスは「社会との共生」、「お客様との共生」、「従業員との共生」を目指し、
メーカーの責務として、環境に配慮し、お客様のニーズに応えた安全で高品質な製品
の提供を通じて社会に貢献します。

CSR基本方針

カンボウプラスは
　　新しい価値の創造を通じて
　　　　豊かな社会づくりに貢献します。

企業理念

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

カンボウプラスの概要
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代表取締役社長

平素よりカンボウプラスをお引き立ていただき、厚く御礼申し上げます。
おかげさまでカンボウプラスは、２０１９年３月には創立８０周年を迎えます。
これもひとえに皆様方のご支援とご厚情の賜物と、心より感謝いたしております。

（中期経営計画）
本年度より新たな中期経営計画（２０１８年度～２０２０年度）がスタートしました。
国際情勢による為替や原油価格の変動、アメリカ・ＥＵやＡＳＥＡＮなど巨大経済圏の動向など事業環境に大
きな変化が予想される中、カンボウプラスは「新」市場の開拓や「新」商品の開発などに注力して、お客さま
のお役に立てるよう『新』『加』してまいります。

（樹脂加工会社）
１９３９年に設立したカンボウプラスはまもなく創業８０年を迎え
ます。その間、企業を取り巻く環境は大きく変化し、国連により「持
続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」が採択され、持続可能な社会の実現
に向けて何に取り組めるのかを考える時代となりました。カンボウ
プラスも社会の一員として、樹脂加工会社として、どのような取り
組みができるのかを考え、その実現に向けて取り組んでいきます。

（ものづくり）
カンボウプラスは２０１６年ＢＣＰ（事業継続計画）を策定し、いざという時にどのように行動するのかを決め
ました。地震や台風・火山噴火・ゲリラ豪雨など日本は他国に比べて自然災害に遭遇する可能性が高い国です。
少しでも被害を少なくできるよう社会全体として防災対策が実施されています。カンボウプラスでは浸水防止
用のパネル型止水シート・緊急用ターポリン救護担架や高性能大型土のう袋などのほか防災を意識した製品を
「加」えてきました。さらにものづくりを進め、社会貢献できるよう努めます。

また「２０１９年ラグビーワールドカップ」や「２０２０年東京オリンピック」など世界的なイベントが日本
で開催され、関連市場での効果が期待されています。カンボウプラスとしても関わりを強めていきます。

このたび２０１７年度の活動をまとめた「２０１８ＣＳＲ報告書」を発行いたしました。皆様の忌憚のないご
意見・ご感想をお寄せいただければ幸いです。

「新」市場の開拓や「新」商品の開発などに注力して、
お客さまのお役に立てるよう
『新』『加』してまいります。

中村信治
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指向性の高いスピーカー
●指向性が高いため遠くまで聞こえる
●耳元で話しかけられているように聞こえる
●「音声 + 画面」で訴求効果が大幅アップ

音声付
案内看板

超薄型のスピーカーを
ポスターや看板に！

多言語再生で訪日外国人へ対応
●ＳＤカードへ音源を収録・再生することで、日本に不慣れな訪日外国人へも対応しております。

大画面の屋外サイネージ
●ＬＥＤ光源の映像ディスプレイ
●Ｗ：4,320ｍｍ × Ｈ：2,650mm
●2017年9月より運用中

屋外ディスプレイ工事の受注開始
●サイン・広告看板は、ＦＦシートからスタートし、

今日では大型ＬＥＤディスプレイ工事の事業も
展開。文字通り人目を引く「広告塔」として
活躍しています。

音が、
・広がらない
・遠くまで届く

音なび

音が、
・広がり薄れる
・遠くまで届かない

一般的なスピーカー

当社商品のご紹介

「音なび」

LED ビジョン
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ＡＮＥＸ２０１８（アジア国際不織布産業総合展示会・会議）　６月１３日～１５日
●不織布の国際見本市へダイワボウグループとして出展
●「粘着加工・技術」、「スベリ止め」をキーワードに展示
●ブース設営にあたり、アドバルーンの製作協力　etc

グループ企業との共同提案
●ANEX2018では、産業資材として社会への貢献・技術提案に
ついてを、ダイワボウグループ一丸となって発信。市場の抱える
課題解決に、素材から加工製品までをお披露目しました。

ＴＯＣＨＩＧＩ　ＢＲＥＸのスポンサード
●プロバスケットボールチーム　栃木ブレックス
とオフィシャルサプライヤー契約を締結
●バスケットの試合会場のコートサイドに、フロ
アーシートを提供
●引き続き2018年度も契約を更新し、栃木ブ
レックスを応援しています。

ANEX展示会　合同出展

Bリーグ（B. LEAGUE/ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ）フロアーシート
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不良品発生状況
　一方で、製造工程においては、不良品発生件数、不良品発生
率ともに前年度より悪化する結果となり、多方面のお客様にご迷
惑とご心配をおかけしました。
　当社の製品をお客様に安心して使用していただけるよう、不良
品発生の原因を一つ一つ見極め、確実に改善を進めてまいります。

小集団活動
　福井工場では、現場力向上のため小集団活動に取り組んでい
ます。
　１０チームが品質や生産性の向上などをテーマに活動しており、
安全な職場づくりを目指しての作業標準書の見直しや、リスクア
セスメントの実施にも積極的に取り組んでいます。

苦情発生状況
　2017年度の苦情発生件数は減少し、過去10年間で最も少な
い結果でした。
　2007年を基準として約40ポイント減少しています。
　要因別分析では、検査要因によるものは減少しており、原材料
に起因したものが増える傾向にあります。
　また、近年は納入仕様書で許容されている範囲内の欠点に対
するものや、従来は許容されていた内容のものに対する指摘が
あり、お客様の品質要求レベルが、さらに高くなってきていると
感じます。これらの苦情を改善の機会としてとらえて今後も取り
組んでいきます。

品質方針
福井工場は、全員の責任と役割を明確にし、お客様の満足度向上に努める。
福井工場は、法令を遵守し、社会的規範となる。
福井工場は、設定した品質目標を達成させ、かつ継続的に改善する。
福井工場は、品質マネジメントシステムの有効性を定期的に見直す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定　２０１３年１２月１日

（注）2007年度を100とした場合の指数表示となっています。

（注）2007年度を100とした場合の指数表示となっています。

苦情発生件数推移
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　当社は、地球環境と自然保全に努め、より安全な製品を提供し続けて 『環境のカンボウ』 を目指します。

『環境基本方針』
当社は産業資材、工業資材、生活資材及びその他の樹脂加工繊維製品の生産を中心とした企業活動において、環境負
荷の低減を目指し、以下の方針に則って行動します。

１．当社は、地域社会と協調し、対話を大切にし、環境管理活動を通じて社会に貢献します。
２．当社の事業活動において、省資源、廃棄物の削減、環境負荷物質の管理を行い、汚染の予防を含めた、より良い

環境の維持、向上に取り組みます。
３．定期的な内部環境監査の実施により、環境管理活動の実施状況と結果を確認し、環境マネジメントシステムの継

続的な改善に努めます。
４．当社の事業活動に関係する環境関連法規制及びその他の要求事項を遵守します。
５．当社の事業活動にかかわる環境側面について、環境目的及び目標を設定します。また、環境目的及び目標は、環

境方針と共に、年一回見直しを行います。
６．環境方針は、環境方針書として文書化し、環境マネジメントシステムにより実行、維持します。
７．環境方針は、全従業員に周知認識し、方針に則って行動するように、全従業員に対する教育、訓練を実施します。

本環境方針は、社外からの要求、その他必要に応じて公表します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定　2008年４月１日

　当社では、製品出荷の手段をJRコンテナ便利用による
モーダルシフトを第一優先に考え、出荷業務にあたってい
ます。
　まだまだトラック便による出荷に頼らざるを得ない状況
ですが、お客様のご理解をいただき、少しずつではありま
すが、出荷は増えています。そのかいあって、CO2排出
量を前年より80t多く削減することができました。

ＩＮＰＵＴ 事業活動 ＯＵＴＰＵＴ
生産数量
　　18,357千㎡

水資源
エネルギー
薬品・着色剤
フィルム類
基布類

371千t
3,454kl
5,564t

2,253km
19,065千㎡

廃棄物リサイクル量
廃棄物リユース量
最終処分廃棄物量
CO2排出量

816t
15t
641t

8,002t
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環境方針

地球温暖化防止への取り組み

事業活動における環境負荷（福井工場）
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　生産数量が昨年度比9.7％減となったためか、原油換算消費量は9.5％増加する結果となりました。
　昨年度に引き続き、蒸気送気ラインのメンテナンスを行い、さらに、工場内の水銀灯（蛍光灯を含む）のＬＥＤ化、
稼働率の高い排気ファンのインバーター化を行いましたが、エネルギー消費量の削減には至りませんでした。
　固定エネルギー消費量の削減、生産効率の向上に結びつく対策を検討、実施していきます。

　2010年より開始した繊維を含む廃プラのサーマルリサイクルにより、順調にリサイクル・リユース量を伸ばす
ことができました。今後も分別廃棄によるリサイクル・リユース活動を続けていきます。
　さらなる取り組みとして廃棄物を削減する方策をあらゆる角度から模索していきたいと考えています。

　福井工場で保管していた低濃度ＰＣＢスラッジについて、処理が完了しました。これで福井工場でのＰＣＢに関す
る処理はすべて完了しました。

100

リサイクル・リユース量推移最終処分廃棄物量推移

エネルギー消費量原単位推移 ＣＯ２排出量原単位推移
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有害物質の管理
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　カンボウプラスはノーマイカー活動、エコキャップ
活動、事業所周辺の美化運動を継続的に実施していま
す。大阪市が主催する「大阪マラソンクリーンＵＰ作
戦」に参加するなど、ボランティア活動も行っています。
　また、環境省や福井県のイベントへの積極的な参加
をはじめ、環境省が呼びかける※「CO2削減／ライト
ダウンキャンペーン」にも参加し、福井工場で一部照
明を消灯しました。

　2017年度の生産数量は対前年度比で約10％減でし
たが、PRTR法対象物質の取扱量は前年より約16％の
減少となりました。
　原単位指数は近年微増傾向でしたが減少に転じました。
　PRTR法対象物質の取扱量、移動量、排出量ともに減
っていますが、事業所外への移動量・排出量の原単位指
数では横ばい傾向が続いています。
　フタル酸ビス（２－エチルヘキシル）等の大気中への
排出量は、これまで集積してきた排気物質中の定量分析
試験結果に基づいて算出しています。

　製品設計開発業務を通じて、環境負荷を低減する開発を進めています。
　設計改良による不揚がり低減、廃棄物の削減にも力を入れています。

※「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」：全国のライトアップ施設や家庭の照明を消していただくことで、CO2を削減し、地球温
暖化防止策を実践する取り組みで、2003年から環境省が提唱しているキャンペーンです。特に６月21日（夏至の日）と７月７日（ク
ールアース・デー）は特別実施日に設定されており、環境省は午後８時から10時まで２時間の一斉消灯を呼びかけています。

ＰＲＴＲ法対象物質取扱量推移

ＰＲＴＲ法対象物質移動量推移 ＰＲＴＲ法対象物質排出量推移
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ＰＲＴＲ法への対応

グリーン推進活動

環境負荷低減製品開発への取り組み
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　カンボウプラスは人材育成を経営の重要課題と考え、職種別研修、特別研修、自己啓発のための通信教育支援など
を実施しています。社会から愛され信頼される企業であり続けるため、今後も従業員教育の充実を図り、能力向上に
努めていきます。

　カンボウプラスは従業員の能力向上と自己啓発を促進するため公的資格支援規定を2012年度に策定し、従事業務に
主体性をもって遂行できる資格の取得を進めています。
　2017年度は、繊維製品品質管理士、ボイラー技士、機械保全技能士、危険物取扱者免状乙種第４類、玉掛け技能、
はい作業技能、フォークリフト運転技能などで48名が公的資格を取得しました。

　カンボウプラスは２００６年度に６０歳で定年を迎えた
従業員に対して再雇用制度を創設し、雇用延長者の知
識やキャリアを生かして若年者従業員の育成などを行っ
ています。また、２０１２年度には、年金不支給期間へ
の対応として、６５歳までの雇用延長制度を確立しました。

２０１4年度２０１5年度２０１6年度２０１7年度

定年退職者数 11 4 2 3

雇用延長者数 9 4 0 3

雇用延長者合計 19 21 19 19

（人）

研修内容実施月 研修名
新・社会人ビジネスマナー基礎研修、社外安全講習、パソコン講習等

ハラスメント研修

コーチングレベルアップ研修

製品含有化学物質管理の基礎知識と法規制への対応について

中堅社員研修

神戸海洋博物館・カワサキワールド

新社長講話

ハラスメント研修

「仕事の基本、職場のルール」と「安全」について

接着剤の基礎知識

事業継続の取り組み～脅威に負けない組織作り～

営業成果発表会

リーダー・主任・係長の実践力強化セミナー、CSRとメンタルヘルスについて

新入社員研修

管理職研修

営業職研修

技術者研修

中級者研修

カンボウカレッジ

管理職研修

監督職研修

新入社員フォローアップ研修

技術者研修

事務職研修

営業職研修

昇級者研修

２０１７年 ４月

２０１７年 ４月

２０１７年 ５月

２０１７年 ６月

２０１７年 ７月

２０１７年 ９月

２０１７年１０月

２０１７年１２月

２０１８年 ２月

２０１８年 ２月

２０１８年 ２月

２０１８年 ３月

２０１８年 ３月

（技術者研修）（新入社員フォローアップ研修）

公的資格取得の推進

雇用延長制度

従業員への教育

9

その他のかかわり



　仕事と生活の調和（ワークライフバランス）を目的に、ノー残業デー・最終退出時間の設定と誕生日有給休暇・一斉
有給休暇の取得を推進し、総労働時間の削減と長時間労働の撲滅に取り組んでいます。

　2016年４月１日より「事業継続マネジメントシステム（BCMS）」の運用が始まりました。
　BCMSに関する教育・研修を実施しながら、継続的改善を行っていきます。

　カンボウプラスは「カンボウ・ヘルプライン」と呼ぶ内部通報制度を設けています。
　これにより内部情報提供者の保護を図るとともに、違法行為等の早期発見と是正を図り、コンプライアンスの強化
に努めています。

　従業員にとって安全で働きやすい職場を確保するため、安全衛生パトロールや、労使合同で開催する安全衛生委員
会を実施しています。また、安全衛生コンサルタントによる講話、工場パトロール等を実施しました。

労働災害発生件数
　製造部門である福井工場では、４件の労働災害が発生しました。
これにより、福井労働局より安全管理特別指定事業場に指定され
ました。
　労災ゼロを実現するために、安全教育やリスクアセスメントの
さらなる推進、安全衛生コンサルタントによる工場パトロール・
指導など安全衛生計画に基づき、安全対策を一層推し進めてまい
ります。

事業所主な活動
本社・東京・福井工場
本社・東京・福井工場
本社・東京・福井工場
本社・東京・福井工場
本社・東京・福井工場
本社・東京・福井工場
本社・東京・福井工場
福井工場
福井工場
福井工場
福井工場
福井工場

安全衛生管理活動計画表の策定
安全衛生委員会の定期開催（労使合同）
安全衛生パトロールの定期実施と是正
新入社員への安全衛生教育の実施
定期健診、生活習慣病予防検診、健康相談会の実施
マスクの配布、うがい薬、消毒薬の設置
ストレスチェックの実施
作業環境測定の実施
特殊健康診断の実施
安全衛生コンサルタントによる工場パトロール（毎月）
安全衛生コンサルタントによる講話
冬用タイヤ装着確認

２０１３年度
２０１４年度
２０１５年度
２０１６年度
２０１７年度

２件
１件
２件
２件
４件

休業労働災害発生件数

福井工場
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2013 2014 2015

所定外労働時間（時間／人・年）
有給休暇取得時間（時間／人・年）

所定外労働時間（時間／人・年）
有給休暇取得時間（時間／人・年）

（時間）

2016 （年度）

160
177 171

229

101

本社・東京支店 

（時間）

2013 2014 2015 2016 （年度）
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17

53.6

17

57.3

11

56.8

22
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2017

52.8

12

2017

177

107.7 98.6 101.5
126.4

ワークライフバランス

緊急事態への備え

内部通報制度

労働安全衛生
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その他のかかわり



ISO26000の中核主題 課　　題 カンボウプラスの取り組み ページ

１．デュ－ティリジェンス
２．人権に関する危機的状況
３．加担の回避
４．苦情解決
５．差別及び社会的弱者
６．市民的及び政治的権利
７．経済的、社会的及び文化的権利
８．労働における基本的原則及び権利

その他の
かかわり

従業員への教育
雇用延長制度
ワークライフバランス
内部通報制度

組織統治 企業理念 １

社会との
かかわり

小集団活動

その他の
かかわり

従業員への教育
公的資格取得の推進
雇用延長制度
ワークライフバランス
労働安全衛生

環境との
かかわり

環境方針
地球温暖化防止への取り組み
エネルギー消費量とCO2排出量
廃棄物削減への取り組み
有害物質の管理
PRTR法への対応
環境負荷低減製品開発への取り組み
グリーン推進活動

その他の
かかわり

従業員への教育
内部通報制度

環境との
かかわり

有害物質の管理
PRTR法への対応
環境負荷低減製品開発への取り組み

環境との
かかわり

グリーン推進活動

１．雇用及び雇用関係
２．労働条件及び社会的保護
３．社会対話
４．労働における安全衛生
５．職場における人材育成及び訓練

１．汚染の予防
２．持続可能な資源の利用
３．気候変動の緩和及び気候変動への対応
４．環境保護、生物多様性及び自然生息地の回復

１．汚職防止
２．責任ある政治的関与
３．公正な競争
４．バリューチェーンにおける社会的責任の推進
５．財産権の尊重

１．公正なマーケティング、事実に即した
　　偏りの無い情報及び公正な契約慣行
２．消費者の安全衛生の保護
３．持続可能な消費
４．消費者に対するサービス、支援、ならびに
　　苦情及び紛争の解決
５．消費者データ保護及びプライバシー
６．必要不可欠なサービスへのアクセス
７．教育及び意識向上

１．コミュニティへの参画
２．教育及び文化
３．雇用創出及び技能開発
４．技術の開発及び技術へのアクセス
５．富及び所得の創出
６．健康
７．社会投資

9
9
10
10

６
６
７
７
７
８
８
８

5

9
9
9
10
10

9
10

7
8
8

8

人権

労働慣行

環境

公正な事業慣行

消費者課題

コミュニティへの参画
及びコミュニティの発展

ISO26000の7つの中核主題および課題に対して、当CSR報告書に掲載している取り組み内容を対比させました。

ISO26000とは・・・
2010年11月に発行された『社会的責任に関する手引き（Guidance on social responsibility）』のことで、第１章から第７章と付属書及び参考文献か
ら構成されています。
この中の第６章【社会的責任の中核主題に関する手引き】で、実践のための具体的内容が解説されており、それらをまとめたのが表にある中核
主題とそれぞれの課題となります。第６章では社会的責任として７つの中核主題が設定されており、それぞれの中核主題に対しても複数の課
題が設定されているため、合計36の課題となっています。
ただしISO26000では、７つの中核主題に対しては考慮しながらも、それぞれの課題については組織との関連性・重要性から取り組みの判断
をすればよいとされており、36の課題すべての対応を要求されているわけではありません。

ISO26000対照表
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〒541- 0054
大阪市中央区南本町1- 8 -14　堺筋本町ビル
TEL 06 - 6262-1277　 FAX 06 - 6262 - 9419 　　
URL http://www.kanbo.co.jp/
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